
設置ガイド/ユーザーマニュアル
PowerZone™ Connect

1002  •  1502  •  2004 / 2004D  •  3004 / 3004D  •  4008  •  6008



技術上・安全上の注意事項 技術上・安全上の注意事項

アンプを設置してご使用いただく前に、次の重要な技
術、安全、および環境に関する注意事項をお読みくだ
さい。

技術上の注意事項

合理的な設計とエンジニアリングの手順すべてを実行し、こ
れらのアンプが意図した用途と環境で常に十分に機能し、適
切なレベルのサポートを提供し、顧客の合理的なニーズと期
待が確実に満たされるようにします。ただし、そのようなサ
ポートは、次の規定に従うことを条件としています。

1.	 これらのアンプはClass-I製品であり、安全Class-Iに準拠
するために必要なアース接続を含む、電源ケーブルを使
用して設置する必要があります。

2.	 これらのアンプの設置は、必ず有能な有資格者が行って
ください。設置や操作ミスによるアンプの損傷または故
障は、サポート、保証、または性能の保証を無効にする
場合があります。

3.	 これらのアンプは、未成年者が立ち入る可能性のある場
所での使用には適していません。

4.	 これらのアンプは、特にオーディオ信号の増幅と、ムービ
ングコイルラウドスピーカーシステムへの接続に使用す
ることを目的としています。これらのアンプをオーディ
オ帯域外（20Hz ～ 20kHz）の信号の増幅に使用したり、
ムービングコイルラウドスピーカー以外のトランスデュ
ーサーを駆動したりすると、サポート、保証、またはパ
フォーマンスの保証が無効になる場合があります。

5.	 これらのアンプは、適切なレベルの性能と良好な動作状
態であることがわかっている、入力および出力補助機器
を含む、専門的に設置および構成されたオーディオシス
テム内でのみ使用する必要があります。入力または出力
補助機器が不適切または故障したためにこれらのアンプ
が損傷したり、パフォーマンスが不十分になったりする
と、サポート、保証、またはパフォーマンスの保証が無
効になる場合があります。

6.	 これらのアンプは、0°C ～ 40°Cの周囲温度範囲内の制御
された環境（汚染度、PD2）で、屋内に設置し、屋内で操
作することを意図しています。これらのアンプは、海抜
2000メートル以上での使用を意図したものではありませ
ん。これらの制限外の環境でアンプを設置または操作す
ると、サポート、保証、または性能の保証が無効になる
場合があります。

7.	 特定の保証条件は、当該アンプの再販業者の責任です。

安全および環境に関する注意事項

注意：三角形の中に矢印記号が付いた稲妻の
閃光は、製品の筐体内に、人への感電リスク
を構成するのに十分な大きさの、絶縁されて
いない「危険な」電圧が存在することをユー
ザー様に警告することを意図しています。

注意：正三角形内の感嘆符は、本マニュアル
に重要な安全性、操作およびメンテナンスに
関する指示があることをユーザー様に警告す
ることを意図しています。

警告！火災や感電を防ぐため、この機器を雨や湿気に
さらさないでください。

周囲温度に関する注意：この機器を密閉されたラック（複
数）に設置して運用する場合、内部の動作周囲温度が外部の
周囲温度を超える可能性があります。このような状況では、
当機器の公開されている最大動作温度を超えないようにする
ことが重要です。

気流の減少：ラックやその他の閉じた設置によって、当機器
の安全で信頼性の高い動作に必要な冷却エアフローが制限さ
れていないことを確認してください。

PowerZone™ Connect4008および6008の場合

注意：本製品は、FCC規則のパート15に従ってテスト
され、クラスAデジタル機器の制限に準拠していること
が確認されています。これらの制限は、本機器が商業
環境で操作されるときに有害な干渉に対して適切な保
護を提供するように設計されています。本機器は無線
周波数エネルギーを生成、使用し、放射する可能性が
あり、本取扱説明書に従って設置および使用されない
場合、無線通信に有害な干渉を引き起こす可能性があ
ります。本製品を住宅地域で使用すると有害な干渉を
引き起こす可能性があり、その場合、ユーザー様はご
自分の費用で干渉を修正する必要があります。

警告：これはクラスA製品です。ご家庭の環境では、
本製品が無線干渉を引き起こす可能性があり、その場
合、ユーザー様は適切な対策を講じる必要がありま
す。

重要な安全上の注意事項

1.	 これらの指示をお読みください。
2.	 これらの指示を守ってください。
3.	 すべての警告に注意してください。
4.	 すべての指示に従ってください。
5.	 この機器を水の近くで使用しないでください。
6.	 機器を水や液体に浸さないでください。
7.	 エアゾールスプレー、クリーナー、消毒剤、燻蒸剤を機

器の上、近く、または中で使用しないでください。
8.	 乾いた布でのみ拭いてください。
9.	 換気口を塞がないでください。メーカーの指示に従って

取り付けてください。
10.	 ラジエーター、ヒートレジスター、ストーブ、またはそ

の他の熱を発生する装置（アンプを含む）などの熱源の
近くに設置しないでください。

11.	 感電のリスクを軽減するために、電源コードは、保護接
地接続のある主電源コンセントに接続する必要がありま
す。

12.	 極性または接地タイプのプラグの安全目的を無効にしな
いでください。極性プラグには2つのブレードがあり、一
方のブレードの幅が他方よりも広くなっています。接地
タイプのプラグには、2つのブレードと3つ目の接地ピン
があります。幅広のブレードまたは3つ目の接地ピンは、
安全のために用意されています。付属のプラグがコンセ
ントに合わない場合は、古いコンセントの交換について
電気技師にご相談ください。

13.	 電源コードが、特にプラグ、コンセント、および機器か
ら出ている部分で踏まれたり、挟まれたりしないように
保護してください。

14.	 コードを引っ張って本体のプラグを抜かずに、プラグを
持って抜いてください。

15.	 メーカーが指定した付属品のみを使用してください。
16.	 雷雨の間、または長期間使用しない場合は、この機器の

プラグを抜いてください。
17.	 修理はすべて、資格のある修理担当者に依頼してくださ

い。電源コードやプラグが損傷した場合、機器に液体
がこぼれた場合や物が落ちた場合、機器が雨や湿気にさ
らされた場合、正常に動作しない場合、落とした場合な
ど、機器が何らかの形で損傷した場合は、修理が必要で
す。

18.	 アプライアンスカプラー（電気器具結合器）またはAC主
電源プラグは、AC主電源切断装置であり、設置後もすぐ
に利用できる状態にしておく必要があります。

19.	 該当する地域の規則をすべて遵守してください。
20.	 物理的な機器の設置に関して疑問や質問等が生じた場合

は、認可を受けた専門のエンジニアにご相談ください。

環境宣言

本製品は、電気および電子機器における有害物
質の制限 （RoHS）、化学物質の登録、評価、
認可および制限（REACH）、ならびに廃電気
電子機器（WEEE）に準拠した処分を含むがこ
れらに限定されない、国際指令に準拠していま
す。本製品を適切にリサイクルまたは廃棄する

方法については、地元の廃棄物処理機関にお問い合わせ
ください。



導入と概要

1.  導入

 PowerZone™ Connectは、住宅、商業、およびエン
ターテイメント用途向けに、構成可能で一貫性があ
り、信頼性の高い高性能オーディオパワー増幅を提供
するように設計されています。

本マニュアルでは、PowerZone™ Connect 1002
、1502、2004/2004D、3004/3004D、4008、および
6008モデルの特長、設置、および機能についてご説明
します。アンプを設置して使用される前に、本マニュ
アルをよくお読みください。アンプの構成、設置、ま
たは操作についてご質問がある場合は、適切なカスタ
マーサポートポータルにお問い合わせください。

この導入に続き、本マニュアルは次のトピックをカバーする
セクションに分かれています。

•	 2.  概要 
•	 3.  箱の内容
•	 4.  設置
•	 5.  構成
•	 6.  接続
•	 7.  操作
•	 8.  仕様

2.  アンプの概要

PowerZone™ Connect 1002、1502
、2004/2004D、3004/3004D、4008、および6008アンプは、
従来の低インピーダンス（Lo-Z、4Ω～16Ω）スピーカーと高
インピーダンス（Hi-Z、70V/100V）トランス結合スピーカー
の両方を駆動できる、フルラック幅の2U形式のパワーアンプ
です。本アンプは、4つまたは8つのアナログ入力、1つのス
テレオS/PDIFデジタル入力、および2つ、4つ、または8つの
出力（Lo-Zモード）、あるいは1つ、2つ、または4つの出力
（Hi-ZまたはLo-Z BTLモード）を提供します。PowerZone™ 
Connectアンプモデル、出力チャンネル数、および出力電力
は次のとおりです。

モード チャンネル チャンネルあたりの 
最大定格出力

PowerZone™ Connect 1002
Lo-Z 2 500ワット

Lo-Z (BTL) 1 1000ワット
Hi-Z 1 1000ワット

PowerZone™ Connect 1502
Lo-Z 2 750ワット

Lo-Z (BTL) 1 1500ワット
Hi-Z 1 1500ワット

PowerZone™ Connect 2004/2004D
Lo-Z 4 500ワット

Lo-Z (BTL) 2 1000ワット
Hi-Z 2 1000ワット

PowerZone™ Connect 3004/3004D
Lo-Z 4 750ワット

Lo-Z (BTL) 2 1500ワット
Hi-Z 2 1500ワット

PowerZone™ Connect 4008
Lo-Z 8 500ワット

Lo-Z (BTL) 4 1000ワット
Hi-Z 4 1000ワット

PowerZone™ Connect 6008
Lo-Z 8 750ワット

Lo-Z (BTL) 4 1500ワット
Hi-Z 4 1500ワット

注意：Lo-Z BTL（ブリッジ接続負荷）モードでは、2つのア
ンプ出力チャネルが結合され、単一の2倍の電力出力チャネル
が作成されます。BTLモードは、本マニュアルのセクション5
で説明されているアンプのOutput Mode構成セットアップメ
ニューから有効にできます。

2.1  接続と電源の切り替え

PowerZone™ Connect の信号の入力および出力接続は、RCA 
PhonoおよびEuroblockスタイルのコネクタを介して行われ
ます。GPIO（汎用入出力）Euroblockコネクタにより、一部
のアンプ機能を外部から制御できるほか、ワイヤレスまたは
RJ45ソケットEthernetネットワーク接続オプションも提供さ
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れます。ケーブルコネクタと接続については、本マニュアル
のセクション6で説明および図解されています。

PowerZone™ Connectアンプには、フロントパネルに電源ボ
タンが取り付けられています。ボタンを1回押すと、アンプ
の電源のオン/オフが切り替わります。アンプ電源管理動作
は、本マニュアルのセクション5で説明されているControlウ
ェブアプリのSettings Menu（設定メニュー）から構成でき
ます。

2.2  ネットワーク機能

PowerZone™ ConnectアンプはTCP/IPネットワークに接続
されたデバイスであり、構成メニューにアクセスするには有
線または無線ネットワーク接続が必要です。構成メニュー
は、PowerZone™ Connectコントロールウェブアプリイン
ターフェイスからアクセスされ、Input（入力）、Zone（ゾ
ーン）、Output（出力）、およびGeneral Settings（一般設
定）機能をカバーします。構成メニューについては、本マニ
ュアルのセクション4で詳しく説明されています。

Audinate Dante®

2出力および4出力のPowerZone™ Connectアンプは、オプシ
ョンでAudinate Dante® Audio over IP (AoIP) ネットワークお
よび設備に対応します。

Dante®搭載バージョンのPowerZone™ Connectアンプで
は、IPベースのDante®プロトコルを使用して、Ethernetネッ
トワーク経由でデジタルオーディオを送受信できます。IPア
ドレスやサブネットマスクなどのネットワークパラメータの
設定を含む、Dante®デジタルオーディオのIPルーティングの
構成と管理は、AudinateのDante® Controllerソフトウェアア
プリケーションによって管理されます。Dante® Controllerの
ダウンロードと、Dante®ベースのAudio over IPの構成とイン
ストールに関する包括的なガイダンスは、次の場所にありま
す。

www.audinate.com/products/software/dante-controller

2.3  ファームウェア

本マニュアルでは、ファームウェアバージョン1.6.0を実行し
ているPowerZone™ Connectアンプの機能、特長、およびユ
ーザーインターフェイスについてご説明します。

ご使用中のアンプにインストールされているファー
ムウェアのバージョンを最初に確認し、その後は定
期的に確認することを強くお勧めします。更新され
たファームウェアが利用可能な場合は、アンプを優
先的に更新する必要があります。

アンプ内にインストールされているファームウェア
は、Controlウェブアプリの設定メニュー（Settings Menu）
でデバイス（Device）オプションを選択することで識別およ
び更新できます。ファームウェアバージョンは、次のウェブ
サイトから確認したりダウンロードしたりできます。

https://blaze-audio.com/support/

3.  箱の内容

PowerZone™ Connectは、アンプユニット、販売地域に適し
た電源ケーブル、アクセサリーパック、ドキュメントパック
が入った段ボール箱で出荷されます。以下に全内容を記載し
ます。

•	 アンプユニット
•	 ラックマウントイヤー（装着済み）
•	 主電源ケーブル
•	 入力コネクタ×2または4
•	 GPIOソケットコネクタ
•	 出力コネクタ×1、2または4
•	 粘着ゴム足×4
•	 ドキュメントパック



設置 設置

図4A
PowerZone™ Connect2および4出力チャンネルアンプの寸
法。（網掛け部分は換気スペースです）

図4B
PowerZone™ Connect8出力チャンネルアンプの寸法。
（網掛け部分は換気スペースです）

4.  設置

4.1  アンプの位置

PowerZone™ Connectアンプはラック「イヤー」が取り付
けられた状態で出荷され、主に標準（19インチ）機器ラック
への設置を目的としています。機器ラックに設置しない場合
は、PowerZone™ Connectアンプは平らな面に自立させて配
置できます。この目的のために、接着ゴム足が提供されてい
ます。

どのような設置でも、アンプ前面と背面の通気口を通して空
気が流れるスペースを確保することが重要です。これは図4A
に示されています。

440 mm
17.3 インチ

88 mm
3.5 インチ

414 mm
16.3 インチ

440 mm
17.3 インチ

321 mm
12.6 インチ

88 mm
3.5 インチ
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5.  構成

入力、出力、GPIO接続を行う前に、PowerZone™ 
Connectアンプの初期構成を確立する必要がありま
す。特に重要なのは、接続するスピーカーに合わせて
アンプの出力形式を適切に構成することです。

構成には、PowerZone™ Connectアンプが主電源に接
続され、電源がオンになっており、ネットワークサー
ビスに接続されている必要があります。これらの接続
については、次の2つのセクションでご説明します。

5.1  主電源の接続

PowerZone™ Connectアンプには力率補正電源が組み込まれ
ており、100V AC～240V AC、50/60Hzの主電源入力電圧で使
用できます。アンプに付属の主電源ケーブルを使用して、主
電源に接続します。

フロントパネルの電源ボタンを押してアンプの電源をオンに
します。しばらくすると、フロントパネルのStatus（状態）
インジケーターが緑色に点灯します。

5.2  ネットワークサービス

PowerZone™ Connectアンプは、Control Web App
インターフェイスを介して構成されます。Web App
構成メニューにアクセスする前に、PowerZone™ 
Connectアンプが、構成に使用するコンピューターま
たはモバイルデバイスと同じTCP/IPネットワークに接
続されている必要があります。

5.2.1  有線（Ethernet）ネットワーク接続
有線接続（Ethernet）を使用してPowerZone™ Connectアン
プをTCP/IPネットワークに接続するには、次の手順に従いま
す。

1.	 Ethernet（イーサネット）ケーブルを使用し
て、PowerZone™ ConnectアンプリアパネルのNetwork 
Controlソケット（上部ソケット）をネットワーク
ルーターまたはスイッチの空きソケットに接続する
か、Ethernetを搭載したラップトップまたはデスクトッ
プコンピューターに直接接続します。

2.	 付属の電源ケーブルを使用して、PowerZone™ Connect
アンプを主電源に接続します。フロントパネルのNetwork
インジケーターが緑色に点灯し、アンプがネットワーク
に接続されていることが示されるまで待ちます。

3.	 PowerZone™ ConnectアンプのデフォルトのLAN IPアド
レスは192.168.64.100です。ラップトップまたはデスクト
ップコンピューターを、同じ IP範囲内の固定IPアドレス
（例：192.168.64.10）、サブネットマスク255.255.255.0
（またはプレフィックス24） に構成し、ゲートウェイを
192.168.64.1に構成します。

4.	 ラップトップまたはデスクトップウェブブラウザを開き、
アドレス http://192.168.64.100を入力します。Control 
Web Appインターフェイスが開き、必要に応じてアンプ
構成を有効にできます。

注意：PowerZone™ Connectアンプは、必要に応じてネッ
トワーク接続にDHCPを使用するように構成できます。ただ
し、DHCPを使用するPowerZone™ Connectアンプの電源を
入れ直すと、TCP/IPネットワークルーターによって別のIPア
ドレスが割り当てられ、以前のアドレスでは構成ページにア
クセスできなくなる可能性があります。このような場合は、
ネットワークスキャンアプリを使用して新しいIPアドレスを
識別できます。DHCPおよび固定IPアドレスオプションの設
定は、セクション5.3で説明されているSettings Tab（設定タ
ブ）メニューにあります。

注意：アンプの背面パネルにある2番目のネットワークソ
ケットは、Audinate Dante® AoIPネットワーク接続専用で
す。PowerZone™ Connect Controlの接続には使用できませ
ん。

5.2.2  無線（WiFi）ネットワーク接続
無線接続（WiFi）を使用してPowerZone™ Connectアンプを
TCP/IPネットワークに接続するには、次の手順に従います。

1.	 PowerZone™ Connectアンプが主電源に接続された状態
で、フロントパネルのWiFiインジケーターが緑色に点灯す
るまで待ちます。

2.	 モバイル、ラップトップ、またはデスクトップデバイス
を使用して、利用可能なWiFiネットワークを検索します。
パスワード「password」を使用して、「PowerZone™ 
Connect（製品シリアル番号）」に接続します。アンプの
シリアル番号は背面パネルに記載されています。

3.	 コンピューターまたはモバイルデバイスのウェ
ブブラウザを開き、次のIPアドレスを入力しま
す：192.168.4.1.Control Web Appインターフェイスが開
き、必要に応じてアンプ構成を有効にできます。

4.	 Web App Settings Tab（ウェブアプリ設定タブ）を選択
し、WiFi > WiFi Mode > Clientを選択して、アンプが必要
なWiFiネットワークに接続するように構成します。WiFiネ
ットワーク名とパスワードが必要になります。

最初のワイヤレス接続の後に、PowerZone™ Connectアン
プのAccess Point（アクセスポイント）WiFiパスワードを変
更することを強くお勧めします。

構成

ニュータブで利用できる機能については、次のセクションで
ご説明します。

5.3.1  Input Tab（入力タブ）
Input Tabには、各アンプ入力チャンネルに対して次の構成
パラメータが用意されています。

•	 Input name（入力名）
•	 Mono/Stereo（モノラル/ステレオ）選択
•	 Input sensitivity（入力感度）
•	 High-pass filter（ハイパスフィルタ）
•	 Gain/Trim（ゲイン/トリム）
•	 5バンドイコライゼーション
Input Tabでは、入力信号をミックスして特定のアンプゾー
ンにルーティングすることもできます。ミックス機能を使用
すると、ステレオまたはスプリット モノラルS/PDIF入力を
含む、任意のアンプ入力を他の入力（複数）とグループ化し
て、複数の定義済みミックスを作成できます。

注意：可能な個別ミックスの数は、アンプのアナログ入力の
数と同じです。

図5A
構成Dashboardの表示

図5B
Input Tab表示

（2つの入力のみ表示） 

注意：入力ゲインを調整するときは、入力レベル表示が緑色
のままになります。赤く表示される場合は、入力ゲインを下
げる必要があります。

5.3  構成メニュー

PowerZone™ Connectアンプとネットワーク接続されている
ウェブブラウザを開くと、最初に図5Aに示すPowerZone™ 
Control Web App Dashboardが表示されます。ダッシュボー
ドは、他のすべての構成オプションにアクセスできる「ホー
ム」ページです。

ダッシュボードには、アンプステータス、出力ゾーン、およ
び構成メニュータブが表示されます。また、ゾーンの音量コ
ントロールにすぐにアクセスすることもできます。各構成メ

入力名－入力して編集

モノラルかステレオを選択

入力感度オプションを選択 

入力ゲインを調整

EQウィンドウを開く

ゾーンの音量を調整

ゾーンの音量を調整

入力タイプを選択



図5C
Input EQ表示

図5D
Input Mix表示

注意：ミックス入力はデフォルトでミュートされており、レ
ベル調整スライダーはゼロに設定されています。

ミックス操作は、ハイパスフィルター、入力イコライゼーシ
ョン、モノラル/ステレオ選択の後に実行されます。

オーディオシステムのテストとセットアップに適したピ
ンクノイズまたは正弦波オーディオ信号ジェネレーター
も、Input Tab入力タブから有効化、無効化、ゲインと周
波数の調整を行うことができます。図5B、5C、5Dはそれ
ぞれ、Input Tab、Input EQ、Input Mix表示を示していま
す。

5.3.2  Zone Tab
Zone Tabでは、設置ゾーンを定義して名前を付けることがで
き、さらにサブメニューにアクセスできるようになります。
各ゾーンは、例えば、バーやレストランのエリア、または家
のさまざまなお部屋である場合があります。すべてのZone 
Tabメニューでは、表示上部のゾーン識別子（A、B、C、ま
たはD）のいずれかを強調表示することで、構成中のインス
トールゾーンが選択されます。図5Eと5Fは、Zone Tabと
Sourceメニューの表示を示しています。

•	 Source（ソース）メニューでは、入力をゾーンに割り
当てたり、Input Priority（入力優先順位）やInput 
Ducking（入力ダッキング）を構成したりできま
す。Input Priority機能を使用すると、代替入力がプリセ
ット レベルを超えた場合に、構成中のゾーンに主にルー

図5E
Zone Tab表示

構成構成

ティングされている入力を代替入力に置き換えてミュー
トすることができます。

Input Ducking機能を使用すると、代替入力がプリセット レ
ベルを超えた場合に、構成中のゾーンに主にルーティングさ
れている入力を代替入力に置き換えて減衰させることができ
ます。

注意：Input PriorityとInput Duckingパラメータは、デフォ
ルト値に設定するか、必要に応じてThreshold（しきい値）
、Attack（アタック）、Hold（ホールド）、Release（リリ
ース）の値に設定できます。Input Priorityは、指定されたゾ
ーンに設定された音量レベルを無視し、特定のオーバーライ
ド（優先）音量を取得するように設定することもできます（
音量にご注意ください）。

•	 Volumeメニューでは、 ゾーンの最小および最大音量制限
を設定でき、外部GPIO音量コントロールを個々のゾーン
に適用できます。GPIO構成メニューはSettings Tab（設
定タブ）にあります。GPIOインターフェイス経由で外部
音量コントロールを接続する場合の注意事項については、
本マニュアルのセクション5.5をご参照ください。

注意：アンプがサードパーティのコントロールシステムAPIを
介して制御される場合、Input Tabで設定された音量レベルの
制限は適用されません。

•	 Restrictions（制限）メニューを使用すると、ゾー入力ま
たは入力ミックスが特定のゾーンにルーティングされる
のを制限できます。

注意：優先ゾーン入力にはルーティング制限を適用できませ
ん。

注意：アンプがサードパーティのコントロールシステムAPI 
を介して制御される場合、Input Tabで設定された入力ルーテ
ィング制限は適用されません。

•	 Compressor（コンプレッサー）オプションを使用する
と、デフォルトまたはカスタムの信号圧縮を個々のゾー
ンに適用できます。

注意：圧縮は、音量の大きいオーディオ素材と小さいオーデ
ィオ素材の音量差を減らすのに役立ちます。圧縮しきい値を
低く設定するほど、大きな音と小さな音の差は小さくなりま
す。圧縮を使用する場合は、ゾーン全体のボリュームを上げ
る必要がある場合があります。デフォルトの圧縮パラメータ
は、ほとんどの設置に適しています。

5.3.3  Output Tab
Output Tabでは、アンプ出力に名前を付けたり、ゾーンに
リンクしたり、Delay（遅延）、Equalizer（イコライザー）
、SpeakerのPreset（プリセット）メニューにアクセスした
りできます。図5GはOutput Tabの表示を示しています。

すべてのOutput Tabメニューでは、ディスプレイ上部の出
力識別子（1、2、3、または4）の1つを強調表示すること
で、構成中のアンプ出力が選択されます。

図5G
Output Tab表示

図5F
Zone Sourceメニュー表示

ミックス機能を選択

必要なEQステージを選択して調整

ミックス名－入力して編集

ミックス入力レベルを調整

ゾーン名－入力して編集

ゾーンを選択

モノラルかステレオを選択

ゾーン入力を選択
ゾーン音量オプションを構成
ゾーン制限を構成

ゾーンコンプレッサーを構成

ゾーンの音量を調整

Output名－入力して編集

出力を選択

必要に応じて出力遅延を有効にして構成
出力ルーティングを定義

必要に応じて出力EQを有効にして構成
スピーカープリセットの構成と管理

ゾーンを選択



構成

注意：構成可能な個別出力の数は、PowerZone™ Connectア
ンプモデルと、入力、ゾーン、出力モードの設定によって異
なります。

•	 ルーティングメニューでは、ゾーンをアンプ出力に割り
当てることができます。

注意：ステレオとして指定されたゾーンのルーティングで
は、左チャンネル、右チャンネル、またはモノラル合計の3つ
の出力オプションが自動的に提供されます。モノラル合計信
号は、モノラルサブウーファーを駆動するために使用できる
可能性があります。

•	 「Delay」メニューでは、個々のアンプ出力に遅延を適用
できます。

•	 Equalizerメニューでは、個々のアンプ出力にパラメトリ
ックイコライゼーション（音程、音色、強調、減衰など
をパラメータ調整）を適用できます。1つのアンプ出力に
対して構成されたイコライザー設定をコピーして他の出
力に適用できます。

•	 Speaker Presetメニューでは、スピーカーパラメータの
セットの調整、プリセット構成の作成、エクスポート、
インポート、またはクリアができます。

	 Speaker Presetは、選択されたアンプ出力に簡単に適用
したり、インポートしたり、ライブラリから選択したり、
エクスポートしたり、クリアしたりできます。プリセッ

ト構成には、セクション5.3.4でご説明のパラメータの一
部またはすべてを含めることができ、誤って変更されな
いようにロックすることができます。図5H～5Kは、スピ
ーカープリセットの適用を示しています。

	 特定のスピーカーで使用するためにサードパーティによっ
て提供されるSpeaker Presetデータをインポートして、
アンプ出力に適用できます。スピーカープリセットパラ
メータをインポートするには、以下の説明と図に示す手
順に従ってください。

1.	 Speaker Presetメニューから、「SELECT PRESET 
FROM LIBRARY（ライブラリからプリセットを選択）」
または「IMPORT PRESET FROM FILE（ファイルからプ
リセットをインポート）」オプションを選択します。イ
ンポートオプションが表示されない場合は、「CLEAR」
を選択して、既存のスピーカープリセットデータを削除
します。

注意：スピーカープリセットライブラリが作成されていない
場合、「SELECT PRESET FROM LIBRARY（ライブラリからプ
リセットを選択）」オプションは使用できません。スピーカ
ープリセットライブラリの作成と管理については、セクショ
ン5.3.5でご説明します。

2.	 ライブラリまたはコンピューターフォルダからインポー
トする適切な「.zcp」形式のスピーカープリセットデータ
ファイルを選択します。ファイルのインポートが完了す
るとすぐに、プリセットデータが選択されたアンプ出力
に適用されます。

図5H
スピーカープリセットパラメータ

図5I
Speaker Presetインポートファイルの選択

構成

図5J
Speaker Presetを適用

図5K
Speaker Presetパラメータ調整

3.	 スピーカープリセットデータの変更が必要な場合は、
「CUSTOMIZE PRESET（プリセットのカスタマイズ）」
オプションを選択してカスタマイズできます。

注意：インポートされたSpeaker Presetデータファイルにロ
ックされたパラメータが含まれている場合、それらを変更す
ることはできません。

5.3.4  スピーカープリセットメニューパラメータ
•	 Crossover & Gain（クロスオーバー&ゲイン）プリセッ

トメニューを使用すると、ハイパスまたはローパスクロ
スオーバーフィルターとゲイン調整を個々のアンプ出力
に適用できます。

•	 Speaker EQメニューでは、個々のアンプ出力にパラメト
リックイコライゼーション（音程、音色、強調、減衰な
どをパラメータ調整）を適用できます。

•	 FIRプリセットメニューを使用すると、外部スピーカー測
定ソフトウェアによって生成されたFIR（Finite Impulse 
Response：有限インパルス応答）ベースのイコライゼー
ションフィルター係数をインポートし、個々のアンプ出
力に適用できます。

注意：.csvまたは.txt形式のFIR係数ファイルをインポートで
きます。

•	 「Driver Alignment（ドライバー調整）」メニューで
は、個々のアンプ出力に遅延を適用できます。

•	 Polarity（極性）プリセットメニューを使用すると、個々
のアンプ出力の極性を反転できます。

•	 Limiter（リミッター）プリセットメニューを使用す
ると、個々のアンプ出力で信号制限を有効にしたりバ
イパス（迂回）したりできます。Clip（クリップ）制
限、Peak（ピーク）制限、RMS（Root Mean Square：
二乗平均平方根）制限は、個別またはまとめて適用でき
ます。Clip制限機能には、Fast（高速）とNormal（通
常）の応答時間オプションがあります。Peak制限機能
は、Automatic（自動）またはManual（手動）のパラメ
ータ値に設定できます。RMS Limiterには調整可能なデフ
ォルトのパラメータ値がありますが、自動オプションは
ありません。

注意：アンプが低インピーダンス負荷 (<4Ω) を駆動している
場合は、Clip Limiterを有効にしてFastに設定することを強く
お勧めします。

注意：自動モードでは、ピークリミッターのパラメータ
は、Crossover（クロスオーバー）＆Gain（ゲイン）のハイ
パスフィルター設定に応じて自動的に調整されます。

•	 Output Modeのプリセットメニューを使用すると、個々
のアンプ出力をオフにしたり、Lo-ZモードまたはHi-Zモ
ードに構成したりできます。Hi-Zモードでは、ハイパスフ
ィルターを構成して出力に適用することもできます。利
用可能な出力の数は、アンプモデル、入力設定、ゾーン設

選択して構成

選択して構成
選択して構成
選択して構成
選択して構成
選択して構成
選択して構成
選択して構成

出力を選択



構成

図5L
Settings Tabメニュー

図5M
External Devices表示 

定によって異なります。例えば、2出力アンプでは、Lo-Z
モードを選択した場合は2つの出力が使用可能になります
が、Hi-Zモードを選択した場合は1つの出力しか使用でき
ません。

注意：Hi-Zモードのスピーカーでハイパスフィルターを使用
すると、低周波ライントランスの飽和によって生じる歪みの
可能性を回避するのに役立ちます。デフォルトのフィルター
設定70Hzから始めます。低周波の歪みがまだ聞こえる場合
は、歪みが聞こえなくなるまで周波数設定を1ステップずつ上
げていきます。

5.3.5  Settings Tab
Settings Tabでは、さまざまなアンプ設定を構成し、インス
トールデータを記録できます。Settings Tabでは、さらにサ
ブメニューにアクセスできます。図5LはSettings Tabを示し
ています。

•	 System Information(システム情報)メニューには、イン
ストールデータを記録するためのテキストフィールドが
あります。

•	 Device（デバイス）メニューには、モデル番号やファー
ムウェアバージョンなどのアンプ固有の情報が記録され
ます。ファームウェアアップデートルーチンと識別子ボ
タンもDeviceメニューにあります。

•	 External Devices（外部デバイス）メニューでは、コン
トロールパネルをアンプとペアリングして構成できます。

制御される個々のアンプゾーンには、独自の制御デバイ
スが必要になります。図5MはExternal Devices（外部デ
バイス）表示を示しています。

•	 Backup & Restore（バックアップ＆復元）メニューを使
用すると、アンプ構成データを外部アーカイブにダウン
ロードしたり、以前に保存した構成ファイルをアップロ
ードして、現在接続されているアンプに採用したりする
ことができます。

•	 Speaker Libraryメニューでは、スピーカープリセットラ
イブラリを管理できます。スピーカープリセットファイ
ル（.zcl）のライブラリを作成またはインポートしたり、
既存のライブラリを編集したり、完全に削除したりでき
ます。図5Nは、スピーカープリセットライブラリの作成
と管理を示しています。

•	 Security (セキュリティ)メニューでは、アンプControl 
Web App（コントロールウェブアプリ）への不正アクセ
スを防ぐためにパスワードを設定できます。アンプが有
線ネットワークに接続されている場合、Control Web App
にアクセスするのにWiFiパスワードが必要なくなるため、
パスワード保護は特に重要です。

構成

図5N
スピーカーライブラリの作成と管理

注意：Control Web Appのパスワードは、WiFi経由でアンプ
へのアクセスに必要なパスワードとは異なるものにすること
をお勧めします。

•	 Power Management（電源管理）メニューでは、さま
ざまな自動電源オンのオプションを有効にすることがで
きます。Power Managementメニューには、時間指定の
Stanby（スタンバイ）機能とMute（ミュート）機能も用
意されています。

•	 Output Routing（出力ルーティング）メニューを使用す
ると、指定した入力またはゾーンをアンプS/PDIF出力に
ルーティングできます。出力レベルも調整可能です。

	 ゾーンにアクティブに割り当てられていない入力も含め、
任意のゾーンまたは入力をいずれかのデジタル出力にル
ーティングできます。主要入力か優先入力かは重要では
ありません。指定された入力は常に指定された出力にル
ーティングされ、下流のデバイスで使用できるようにな
ります。

注意：デジタル出力機能は、アンプをデイジー チェーン接
続し、特定の入力（例えば、中央のページングマイク）を複
数のアンプにルーティングする必要がある場合に特に便利で
す。

•	 GPIOメニューでは、多目的GPIOインターフェイスピンを
構成できます。

外部デバイス－タップして構成
Library名－入力して編集

Libraryのバージョン－入力して編集

プリセットデータ（.zcp）
をライブラリにインポート

新しいライブラリを作成

ライブラリの名前を変更

ライブラリを削除



構成

図5O
信号フロー図（8出力アンプ） 
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構成

•	 LANメニューでは、有線ネットワークのオプションとパラ
メータの構成およびリセットが可能です。

•	 WiFiメニューでは、無線ネットワークのオプションとパ
ラメータの構成およびリセットが可能です。

5.4  セットアップと信号ルーティング

PowerZone™ Connectアンプは、ネットワークベースの構成
機能により、ソース、信号ルーティング、設置ゾーン、出力
モードに関して優れた汎用性を提供します。入力は設置ゾー
ンに自由に割り当てることができ、それらのゾーンはLo-Zモ
ードまたはHi-Zモードのいずれかで利用可能なアンプ出力に
自由に割り当てることができます。

この汎用性により、例えば1つのアンプでLo-Zスピーカーと
Hi-Zスピーカーの両方を同時に駆動したり、異なる入力を異
なる出力ゾーンにルーティングしたりすることが可能になり
ます。

以下の段落では、入力、ゾーン、および出力ルーティングを
構成するための推奨手順についてご説明し、図解します。一
般的な信号フロー図も図5Oに示されています。

5.4.1  入力設定
構成Dashboard（ダッシュボード）を開き、Input Tabを選
択します。Input Tabを図5Bに示します。

•	 デフォルトの入力名を編集するには、Inpunt Name（入
力名）フィールドを選択して入力するだけです。

•	 適切なオプションを選択して、モノラルまたはステレオ
入力を定義します。ステレオ入力を定義すると、使用可
能な個別入力の合計数が減ります。

•	 ドロップダウンメニューから入力感度オプションを選択し
ます。+14 dB、+4 dB、-10 dB、および「microphone（
マイク）」オプションが利用可能です。一般的に、+14 
dBまたは+4 dBオプションは、バランス出力を備えた「プ
ロフェッショナルオーディオ」ソースハードウェアに適
していますが、-10 dBオプションはアンバランス出力を備
えた「コンシューマーオーディオ」ソースハードウェア
に適しています。「microphone」オプションは、マイク
に必要な大幅に高い感度を提供します。

注意：接続にはダイナミックマイクのみ適しています。コン
デンサーマイク用のファンタム電源は提供されません。

•	 必要に応じて、スライダーまたはup/down（上/下）ア
イコンを使用して入力ゲインを調整します。ゲイン調整
は、最初の使用後に出力レベルを微調整するために使用
されます。

5.4.2  ゾーンの設定とルーティング
構成Dashboard（ダッシュボード）を開き、Zone Tabを選
択します。Zone Tabを図5Eに示します。

•	 構成するゾーンを選択します。利用可能なゾーン数とチャ
ンネル形式（ステレオまたはモノラル） は、アンプモデ
ル、入力セットアップ、出力モード（Lo-ZまたはHi-Z）

によって異なります。例えば、2出力アンプでは次のゾー
ン構成が可能です。
•	 1 × ステレオLo-Zゾーン
•	 2 × モノラルLo-Zゾーン
•	 1 × モノラルHi-ZまたはLo-Z BTLゾーン

•	 例えば、4出力アンプでは次のゾーン構成が可能です。
•	 2 × ステレオLo-Zゾーン
•	 4 × モノラルLo-Zゾーン
•	 2 × モノラルHi-ZまたはLo-Z BTLゾーン
•	 1 × モノラルHi-ZまたはLo-Z BTLゾーン + 1 × ステレ

オLo-Zゾーン
•	 1 × モノラルHi-ZまたはLo-Z BTLゾーン + 2 × モノラ

ルLo-Zゾーン
•	 例えば、8出力アンプでは次のゾーン構成が可能です。

•	 4 × ステレオLo-Zゾーン
•	 8 × モノラルLo-Zゾーン
•	 4 × モノラルHi-ZまたはLo-Z BTLゾーン
•	 2 × モノラルHi-ZまたはLo-Z BTLゾーン + 2 × ステレ

オLo-Zゾーン
•	 2 × モノラルHi-ZまたはLo-Z BTLゾーン + 4 × モノラ

ルLo-Zゾーン
注意：Hi-ZまたはLo-Z BTLモードに構成する
と、PowerZone™ Connectアンプは2つのチャンネルの出
力が結合される「ブリッジ」モードで動作します。つま
り、Hi-Zモードで使用できる出力チャンネルの数は、Lo-Zモ
ードで使用できるチャンネルの半分になります。

注意：モノラル信号は、ソースがモノラルの場合もあれば、
ステレオ信号の左チャンネルと右チャンネルを組み合わせて
作成される場合（モノラル合計）、またはステレオ信号の左
チャンネルと右チャンネルを個別に処理（モノラル分割）し
て作成される場合もあります。

•	 Zone Name（ゾーン名）フィールドに入力してゾーンに
名前を付けます。

•	 必要に応じて、スライダーを使用してゾーンの音量を調
整します。

•	 適切なオプションを選択して、モノラルまたはステレオ
ゾーンを定義します。ステレオゾーンを定義すると、さ
らに利用可能なゾーンの合計数が減ります。

•	 ドロップダウンメニューから選択して、ゾーンの入力を指
定します。モノラルゾーンにステレオ入力を選択すると、
ステレオチャンネルが自動的にモノラルに合計されます。



構成

5.5  GPIOのセットアップと接続

PowerZone™ Connectアンプには、音量、スタンバイ、ミュ
ート、トリガー機能をリモート制御できる、GPIOソケットが
搭載されています。GPIOコネクタピンの機能については、図
5Pに示すGPIO Settingsメニューでご説明しています。GPIO
ベースのリモート音量コントロールとスタンバイ/ミュートの
接続は、それぞれ図5Qと図5Rに示されています。

注意：GPIOコネクタは、意図しない目的で使用しないでくだ
さい。GPIOを誤って使用すると、アンプが損傷する
可能性があります。

注意：スタンバイ スイッチとポテンショメータを
GPIO経由で接続する場合は、シールドケーブルを使
用する必要があります。

注意：GPIO PIｎ8は出力インピーダンスが低く、最大
10mAの電流を供給できます。

注意：GPIO Pin 1とPin 3はどちらもグランド接続を
提供します。Pin 1はアンプシャーシに直接接続され
ます。 
Pin 3は220 Ohmの抵抗を介してシャーシに接続され
ます。Pin 3の「ソフトグラウンド」接続は、可聴ハ

ムの原因となる可能性のあるグラウンドループを管理するの
に役立つ可能性があります。 図5P

GPIO設定メニュー

図5Q
GPIOを介したリモートボリュームコントロール用のポテンシ
ョメータ接続。
注意：図6DはGPIOコネクタの使用を示しています。

図5R
GPIO経由のリモートスタンバイ/ミュートスイッチの接続。
注意：図6DはGPIOコネクタの使用を示しています。
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(>10 kΩ)

ワイパーをPin 4、5、6、ま
たは7に接続します。

スイッチを開いたり閉じた
りすると、GPIO設定メニュ
ーで選択したオプションに
応じてStanbyまたはMute
が切り替わります。

接続

6.  接続

PowerZone™ Connectアンプ背面パネルの接続を図
6Aおよび6Bに示します。

6.1  主電源の接続

PowerZone™ Connectアンプには、力率補正されたユニバー
サル電源が組み込まれており、100VAC～240VAC、50/60Hz
の主電源入力電圧で使用できます。アンプに付属の電源ケー
ブルを使用してください。

PowerZone™ Connectアンプには、フロントパネルに電源ボ
タンが取り付けられています。ボタンを1回押すと、アンプの
電源のオン/オフが切り替わります。アンプの電源を入れる前
に、すべての信号、GPIO、出力接続が確立されていることを
確認してください。

6.2  入力接続

すべてのPowerZone™ Connectアンプモデルには、4つまた
は8つのバランスまたはアンバランスアナログオーディオ入
力とステレオS/PDIFデジタルオーディオ入力が備わっていま
す。任意の入力チャンネルを任意の出力チャンネルにルーテ
ィングできます。入力ルーティングオプションは、Control 
Web AppのInput Tabから設定できます。本マニュアルのセ
クション5を参照してください。

アナログ入力
PowerZone™ Connectアナログ入力はラインレベル形式であ
り、すべての出力モードでデフォルトの入力感度は+4 dBu（
フル出力電圧振幅/感度）です。選択された感度に応じて、
入力はクリッピングなしで最大+24 dBuまで処理できます。
入力感度オプションは、Control Web AppのInput Tabから
設定できます。本マニュアルのセクション5を参照してくだ
さい。

アンプへのバランス入力接続は、オスの「Euro Block（ユー
ロブロック）」コネクタを介して行われます。付属のメス入
力コネクタにケーブルを接続する方法は、それぞれ2/4出力ア
ンプと8出力アンプの場合の図6Cと6Fに示されています。

アンプへのアンバランス入力接続は、バランス入力と並列に
接続されたRCA Phonoソケットを介して行われます。

デジタル出力
PowerZone™ Connect S/PDIFステレオデジタルオーディオ
出力接続は、単一のRCA Phono ソケットを介して行われま
す。S/PDIF出力信号は任意の入力またはゾーンからルーティ
ングでき、PowerZone™ Connectアンプをデイジー チェーン
接続するために使用されます。

注意：デジタル出力構成の詳細については、セクション5.3.3
の出力ルーティングの段落を参照してください。

注意：S/PDIF接続には、常にデジタルオーディオ専用の75 
Ω RCA Phonoケーブルを使用する必要があります。標準の
Phonoケーブルも使用できますが、最適なパフォーマンスが
得られない可能性があります。

注意：ダウンストリーム入力クリッピングの可能性を減らす
ために、S/PDIF出力レベルはデフォルトで-10dBに設定され
ています。

6.3 出力接続

アンプからの出力接続は、オスの「Euro Block」コネクタを
介して行われます。設置全体を通してスピーカー接続の極性
が正しいことを確認します。

Lo-Zスピーカー接続の場合、アンプのプラス (+) 端子は常に
スピーカーのプラス端子に接続し、アンプのマイナス (–) 端
子は常にスピーカーのマイナス端子に接続する必要がありま
す。

Hi-Zスピーカー接続の場合、2本のスピーカーケーブル導体
をOutput 1のプラス (+) 端子とOutput 2のマイナス (-) 端子の
間に接続する必要があります。Output3および4についても同
様です。

出力モードオプション（Lo-ZまたはHi-ZまたはLo-Z BTL）
は、Control Web AppのInput Tabから構成できます。本マ
ニュアルのセクション5を参照してください。

付属のメス出力コネクタにケーブルを接続する方法は、それ
ぞれ2/4出力アンプの場合と8出力アンプの場合の図6Dと6G
に示されています。

6.4  スピーカーケーブルゲージ

PowerZone™ Connectスピーカー接続ケーブルのゲージは、
設置の種類に応じて適切に選択する必要があります。隣接す
る表では、Lo-Zモードで0.5 dB未満のケーブル損失、および
Hi-Zモードで1.0 dB未満のケーブル損失を実現するための適
切なケーブルゲージと最大ケーブル長が指定されています。

6.5  GPIO接続

PowerZone™ Connect GPIO機能が必要な場合は、付属の
GPIOコネクタにケーブルを接続する必要があります。GPIO
コネクタへのケーブルの接続は、それぞれ2/4出力アンプと8
出力アンプの場合の図6Eと6Hに示されています。

アンプの出力端子の横に印刷されている感嘆符は、CLASS 2 WIRINGテキストに加えて、危険な電圧のリスクを
ユーザー様に警告することを目的としています。リスクをもたらす可能性のある出力コネクタには、感嘆符が付
いています。アンプの電源が入っているときは、出力端子に触れないでください。接続はすべて、アンプの電源
を切った状態で行ってください。
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図6A
PowerZone™ 
Connect2および4出力
背面パネル接続。

注意：2つの出力アンプ
モデルの接続ソケット
の違いは、チャンネル3
とチャンネル4の出力コ
ネクタが削除されてい
る点のみです。

図6B
PowerZone™ Connect8
出力背面パネル接続。

ケーブルゲージ表
Lo-Z設置、0.5 dB減衰。2Ω、4Ω、8Ω負荷 

ケーブルゲージ表
70 V Hi-Z設置、1.0 dB減衰

20個のスピーカーが均等に分散

ケーブルゲージ表
100 V Hi-Z設置、1.0 dB減衰

20個のスピーカーが均等に分散

ケーブル断面
(mm2)

ケーブル 
ゲージ

（AWG）

最大 
ケーブル長

（メートル、 
2Ω負荷）

最大 
ケーブル長

（メートル、 
4Ω負荷）

最大 
ケーブル長

（メートル、 
8Ω負荷）

0.75 ≈18 N/A 5 10

1.5 ≈16 5 10 20

2.5 ≈14 8 17 35

4.0 ≈12 14 28 55

ケーブル断面
(mm2)

ケーブルゲージ
（AWG）

最大ケーブル長 
（メートル）

(1000 W/ 
チャンネル)

最大ケーブル長 
（メートル）

(1200 W/ 
チャンネル)

0.75 ≈18 25 20

1.5 ≈16 50 40

2.0 ≈14 80 60

3.5 ≈12 125 100

ケーブル断面
(mm2)

ケーブルゲージ
（AWG）

最大ケーブル長 
（メートル）

(1000 W/ 
チャンネル)

最大ケーブル長 
（メートル）

(1500 W/ 
チャンネル)

0.75 ≈18 50 30

1.5 ≈16 100 60

2.0 ≈14 160 100

3.5 ≈12 250 160

接続

6.6  ネットワーク接続

PowerZone™ Control
PowerZone™ Connectアンプは、ウェブページベ
ースのインターフェイスを介して構成されるTCP/IP
ネットワーク接続デバイスです。有線（Ethernet）
および無線（WiFi）接続オプションが利用可能で
す。PowerZone™ ConnectアンプをTCP/IPネットワ
ークに接続する方法については、本マニュアルのセ
クション5でご説明します。有線接続を使用する場合
は、アンプ背面パネルのNetwork Controlソケットに
Ethernetケーブルを接続します。

Audinate Dante®

PowerZone™ Connect2および4出力アンプは、オプ
ションで Audinate Dante® audio over IP (AoIP) ネッ
トワークおよび設備に対応します。アンプ背面パネ
ルのDante®ソケットを介してDante®ネットワークに
接続し、次の場所からダウンロード可能なAudinate 
Dante® Controllerアプリを使用して必要に応じてネ
ットワークを構成します。

www.audinate.com/products/software/dante-
controller.



Low-Z Mode

Hi-Z/BTL
Modes

5 mm

5 mm

5 mm

接続

図6C
2および4出力アンプのバランスアナログ入
力ケーブル接続。

図6D
2および4出力アンプの出力ケ
ーブル接続。

5 mm

図6E
2および4出力アンプのGPIO
ケーブル接続。

接続

5 mm

図6F
8出力アンプのバランスアナログ入力ケーブ
ル接続。

注意：8チャンネルアンプでは、
より大きな出力コネクタが採用さ
れています。



図6H
8つの出力アンプGPIOケーブ
ル接続。

接続

Low-Z Mode

5 mm

Hi-Z/BTL Mode

5 mm

図6G
8つの出力アンプ出力ケーブル
接続。

5 mm

操作

7.  操作

すべての接続が完了し、構成オプションを選択する
と、PowerZone™ Connectアンプが使用できるように
なります。いずれかの入力に-60 dBを超える入力信号
が存在する場合、フロントパネルの入力インジケータ
ーとStandbyインジケーターが緑色に点灯し、アンプ
が正常に動作していることを示します。接続されてい
るスピーカーから音声が聞こえます。

注意：PowerZone™ Connectアンプは、入力信号が存在す
るか、ネットワークの「ON」コマンドを受信するか、外部
スタンバイスイッチ（または12V トリガー）が操作されな
い限り、デフォルトではStanby Modeから起動しません。
スタンバイ動作は、Control Web App Settings TabのPower 
Management（電源管理）メニューから構成できます。

入力信号が5分間存在しない場合、アンプの出力はミュートさ
れ、入力に15分以上信号が存在しない場合は、アンプは自動
的にStanby Modeに切り替わります。代替のスタンバイおよ
びミュート遅延時間は、Settings Tabから選択できます。ア
ンプの冷却ファンの速度は温度制御されています。アンプが
スタンバイモードに入ると、ファンはオフになります。

7.1  フロントパネルインジケータ

PowerZone™ Connectアンプ前面パネルのインジケーターが
点灯し、次の動作状態を示します。

状態： オフ 主電源が切断されました。
緑 アンプは動作可能です。
パルスグリ
ーン スタンバイモード。

アンバー（琥
珀） GPIOトリガースタンバイモード

入力： オフ 入力信号が存在しません。

緑 1つまたは複数の入力に信号が存在し
ます。

アンバー（琥
珀）

1つまたは複数の入力での信号の制限/
クリッピング。

出力： オフ 出力信号が存在しません。

緑 1つまたは複数の出力に信号が存在し
ます。

アンバー（琥
珀）

1つまたは複数の出力での信号制限/ク
リッピング。

赤 1つまたは複数のチャンネルペアが過負
荷/保護モードになっています。

ネットワー
ク： オフ Ethernetネットワークが検出されませ

んでした。

緑 Ethernetネットワークが検出されま
した。

WiFi:： オフ WiFiが無効です。
緑 WiFiが有効です。

7.2  デフォルトリセット

PowerZone™ Connectアンプは、Control Web Appの
Settings Tabまたはフロントパネルの電源ボタンを使用して
デフォルト設定に戻すことができます。

フロントパネルの電源ボタンを使用してアンプをリセットす
るには、次の手順に従います。

•	 アンプを主電源から外します。
•	 フロントパネルの電源ボタンを押しながら、同時に主電

源を再接続します。
•	 アンプが再起動するまで、フロントパネルの電源ボタン

を3～5秒間押し続けます。
アンプはすべての設定をデフォルト状態で再起動します。以
前に構成された設定はすべて削除されます。

注意：2および4チャンネルのアン
プでは、より小さな出力コネクタが

採用されています。
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モデル PowerZone™ 
Connect 1002

PowerZone™ 
Connect 1502

PowerZone™ 
Connect 

2004/2004D

PowerZone™ 
Connect 

3004/3004D
PowerZone™ 
Connect 4008

PowerZone™ 
Connect 6008

チャンネル 2 × Lo-Z/1 × Hi-Z 2 × Lo-Z/1 × Hi-Z 4 × Lo-Z/2 × Hi-Z 4 × Lo-Z/2 × Hi-Z 8 × Lo-Z/4 × Hi-Z 8 × Lo-Z/4 × Hi-Z

出力電力 @ 2 Ω 2 × 500 W (SE)（シ
ングルエンド）* 2 × 750 W (SE)* 4 × 500 W (SE)* 4 × 750 W (SE)* 8 × 500 W (SE)* 8 × 750 W (SE)*

出力電力 @ 4 Ω
2 × 500 W (SE)

1 × 1000 W (BTL)
（ブリッジ接続負

荷）**

2 × 750 W (SE)
1 × 1500 W (BTL)**

4 × 500 W (SE)
2 × 1000 W (BTL)**

4 × 750 W (SE)
2 × 1500 W (BTL)**

8 × 500 W (SE)
4 × 1000 W (BTL)**

8 × 750 W (SE)
4 × 1500 W (BTL)**

出力電力 @ 8 Ω
2 × 250 W (SE)

1 × 1000 W (BTL)
（ブリッジ接続負

荷）**

2 × 400 W (SE)
1 × 1500 W (BTL)**

4 × 250 W (SE)
2 × 1000 W (BTL)**

4 × 400 W (SE)
2 × 1500 W (BTL)**

8 × 250 W (SE)
4 × 1000 W (BTL)**

8 × 400 W (SE)
4 × 1500 W (BTL)**

出力電力 @ 
70 V* 1 × 1000 W (BTL) 1 × 1200 W (BTL) 2 × 1000 W (BTL) 2 × 1200 W (BTL) 4 × 1000 W (BTL) 4 × 1200 W (BTL)

出力電力 @ 
100 V* 1 × 1000 W (BTL) 1 × 1500 W (BTL) 2 × 1000 W (BTL) 2 × 1500 W (BTL) 4 × 1000 W (BTL) 4 × 1500 W (BTL)

総システム電力 1000 W 1500 W 2000 W 3000 W 4000 W 6000 W
消費電力 350 W 350 W 700 W 700 W 1400 W 1400 W

出力電圧
65 Vp / 130 Vpp (SE

無負荷)
130 Vp / 260 Vpp 

(BTL無負荷)

80 Vp / 160 Vpp (SE
無負荷)

160 Vp / 320 Vpp 
(BTL無負荷)

65 Vp / 130 Vpp (SE
無負荷)

130 Vp / 260 Vpp 
(BTL無負荷)

80 Vp / 160 Vpp (SE
無負荷)

160 Vp / 320 Vpp 
(BTL無負荷)

65 Vp / 130 Vpp (SE
無負荷)

130 Vp / 260 Vpp 
(BTL無負荷)

80 Vp / 160 Vpp (SE
無負荷)

160 Vp / 320 Vpp 
(BTL無負荷)

寸法 
88 × 440 × 321 

mm
(3.5 × 17.3 × 12.6

インチ)

88 × 440 × 321 
mm

(3.5 × 17.3 × 12.6
インチ)

88 × 440 × 321 
mm

(3.5 × 17.3 × 12.6
インチ)

88 × 440 × 321 
mm

(3.5 × 17.3 × 12.6
インチ)

88 × 440 × 414 
mm

(3.5 × 17.3 × 16.3
インチ)

88 × 440 × 414 
mm

(3.5 × 17.3 × 16.3
インチ)

重量 5.9 kg (13.0 lbs) 5.9 kg (13.0 lbs) 7.4 kg (16.3 lbs) 7.4 kg (16.3 lbs) 11.6 kg (25.6 lbs) 11.6 kg (25.6 lbs) 
出力回路 UMAC™ クラスD－超低歪み全帯域幅PWM変調器 

信号対雑音比 > 108 dB（A特性、20 Hz ～ 20 kHz、8 Ω負荷) 
THD+N（代表

値） < 0.05 % (20 Hz ～ 20 kHz、8 Ω負荷、定格電力より3dB低い) 

周波数特性 20 Hz ～ 20 kHz（+0/-0.5 dB、8 Ω負荷、定格電力より3dB低い） 
保護回路 短絡、DC、低電圧、温度、過負荷保護 

電源 力率補正（Power Factor Correction：PFC）とスタンバイコンバータを備えたUREC™ユニバーサルメインスイッチモード電源 
動作温度 0 - 40° C

動作電圧/周
波数 ユニバーサル電源、100 V - 240 V、50 Hz - 60 Hz 

待機消費 < 0.5 W

付属品 
ラックイヤー2個付属（装着済み）

粘着足4個、入力/出力接続プラグ（付属）
リアラックサポートブラケット2個（4008/6008のみに付属）

オプション Audinate Dante® AoIP対応（2004D/3004D のみ）

*SE－従来のシングルエンド出力モード
**BTL－ブリッジ接続負荷出力モード

Blaze Audio HQ, Pascal A/S, Ellekaer 6, DK-2730 Herlev, デンマーク。hello@blaze-audio.com, www.blaze-audio.com
Blaze Audio Americas, Pascal Inc., (888) 500-0109, help@blaze-audio.com


